
な
が
ら

（１）

君島 朋幸

　

今
回
の
課
題
図
書
は
、
織
田
作
之

助
『
夫
婦
善
哉
』
で
す
。
劇
作
家
を

志
し
な
が
ら
も
小
説
に
転
回
し
て
い

く
若
き
オ
ダ
サ
ク
が
、
同
人
誌
『
海

風
』
７
号
（
１
９
４
０
年
４
月
）
に

発
表
し
た
本
作
は
、
『
文
藝
』
（
改
造

社
）
に
よ
る
新
人
発
掘
企
画
「
文
藝

推
薦
」
の
一
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

の
ち
に
映
像
化
さ
れ
、
遊
興
に
金
を

溶
か
す
夫
・
柳
吉
と
、
彼
を
支
え
る

働
き
者
の
妻
・
蝶
子
と
い
っ
た
型
が

広
く
受
容
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

本
作
は
、
オ
ダ
サ
ク
を
無
頼
派
の
一

人
と
し
て
位
置
づ
け
る
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
オ
ダ
サ
ク

は
、
何
故
こ
の
よ
う
な
作
品
を
書
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
元
々
モ
ダ
ン
で

ハ
イ
カ
ラ
な
戯
曲
や
小
説
を
発
表
し
、

当
時
の
文
壇
の
流
行
語
で
も
あ
っ
た

「
心
理
」
に
か
ぶ
れ
た
彼
が
、
人
情
味

や
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
〈
大
阪
〉
的

な
表
現
を
多
分
に
盛
り
込
ん
だ
理
由

は
、
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

尾
崎
名
津
子
先
生
の
お
話
は
、
ま

さ
に
こ
の
点
に
関
わ
り
ま
し
た
。
鍵

は
当
時
の
検
閲
体
制
に
あ
り
ま
す
。

近
年
発
見
さ
れ
た
「
続
夫
婦
善
哉
」

（
１
９
４
０
年
６
月
下
旬
〜
１
９
４

１
年
？
）
に
、
そ
の
影
響
は
顕
著
で

す
。
「
続
」
の
後
半
に
大
き
な
影
を

落
と
す
戦
争
に
よ
っ
て
、
自
由
な
恋

愛
、
脆
弱
な
男
性
兵
士
（
蝶
子
の
弟
）

の
身
体
、
景
気
の
悪
化
や
物
資
の
不

足
等
を
描
く
こ
と
が
、
総
じ
て
作
品

発
表
を
困
難
に
さ
せ
ま
し
た
。
逆
に

言
え
ば
、
そ
う
し
た
検
閲
を
か
い
く

ぐ
る
た
め
に
こ
そ
、
〈
大
阪
〉
的
な

風
物
、
言
葉
、
そ
し
て
人
間
関
係
の

描
写
が
選
ば
れ
た
の
で
す
。

　

な
お
、
実
在
の
地
名
や
商
品
・
食

品
名
を
用
い
て
テ
ン
ポ
よ
く
進
む
関

西
弁
の
饒
舌
な
語
り
は
、
実
際
の
大

阪
の
言
葉
と
完
全
に
同
じ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
厳
し
い
時
局
に
お
い
て
、

物
語
を
紡
ぐ
営
み
そ
の
も
の
を
生
き

存
え
さ
せ
る
た
め
に
採
ら
れ
た
、「
似

て
い
る
」
の
に
「
似
て
い
な
い
も
の
」

―
―
。
そ
れ
こ
そ
が
〈
大
阪
〉
な
の

で
し
ょ
う
。
今
回
わ
た
し
た
ち
が
触

れ
た
の
は
、
そ
ん
な
〈
大
阪
〉
の
裏

地
に
縫
い
込
ま
れ
た
、
彼
の
創
作
に

対
す
る
衝
動
や
苦
心
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

他
に
も
、
金
を
溶
か
す
夫
を
支
え

る
働
き
者
の
妻
と
い
う
型
に
も
、
先

生
は
注
意
を
促
し
ま
し
た
。
本
心
を

表
に
出
さ
な
い
柳
吉
の
計
算
高
さ
が

 織田作之助 著『夫婦善哉』

　　    　 ——〈大阪〉の裏地

窺
え
る
描
写
や
、
蝶
子
の
節
操
の
な

い
信
心
深
さ
等
が
理
由
で
す
。
キ
タ

＝
近
代
的
／
ミ
ナ
ミ
＝
非
近
代
的
と

分
け
ら
れ
る
大
阪
の
空
間
的
な
イ
メ

ー
ジ
の
撹
乱
や
、
蝶
子
と
柳
吉
の
都

市
労
働
者
と
し
て
の
移
動
の
解
説
に

も
膝
を
打
ち
ま
し
た
。

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
先
生
が
ふ

と
「
こ
の
小
説
を
読
む
と
、
ど
う
し

て
み
な
さ
ん
は
自
分
の
こ
と
を
話
し

た
く
な
る
の
で
し
ょ
う
」
と
、
笑
い

を
交
え
な
が
ら
お
話
し
さ
れ
た
こ
と

で
す
。
た
し
か
に
、
蝶
子
と
柳
吉
の

生
き
方
に
自
分
と
「
似
て
い
る
」
／

「
似
て
い
な
い
」
と
こ
ろ
を
探
し
て

し
ま
う
の
は
、
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う

か
。
と
も
す
れ
ば
そ
れ
は
、
「
似
て

い
る
」
を
通
り
越
し
て
、
過
度
に
「
同

じ
」
（
国
籍
、
人
種
、
民
族
、
言
語
、

性
差
、
身
体
…
…
）
で
あ
る
こ
と
を

押
し
つ
け
て
く
る
息
苦
し
い
社
会

か
ら
、
ひ
と
と
き
抜
け
出
す
た
め
に
、

「
似
て
い
な
い
」
誰
か
や
何
か
と
出

会
え
る
か
ら
こ
そ
物
語
を
求
め
続
け

て
し
ま
う
、
わ
た
し
た
ち
の
読
み
方
、

ひ
い
て
は
生
き
方
そ
の
も
の
に
関
わ

っ
て
い
そ
う
で
す
ね
。
そ
ん
な
こ
と

を
妄
想
し
た
、
素
敵
な
２
時
間
で
し

た
。 

(

新
潮
文
庫)
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主
人
公
は 

、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
勤
務
し
て
、
コ
ン
ビ

ニ
店
員
に
な
っ
た
。
幼
少
期
を
振
り
返
り
、
「
普
通
」
と
相
対
す

る
「
奇
妙
」
の
二
律
背
反
に
疑
問
を
感
じ
つ
つ
、
口
を
つ
ぐ
む
こ

と
で
、
世
間
と
接
し
て
来
た
、
と
言
う
。
一
般
的
に
普
通
（
＝
善
）
、

奇
妙
（
＝
異
常
＝
悪
）
と
分
け
る
基
準
は
曖
昧
だ
。
通
常
「
基
準
」

に
は
客
観
性
が
求
め
ら
れ
る
。
作
者
は
作
者
な
り
の
基
準
を
設
け
、

そ
れ
を
軸
に
、
主
人
公
と
相
手
、
普
通
と
奇
妙
、
ど
ち
ら
も
互
い

に
交
差
さ
せ
、
物
語
り
を
進
め
る
。
「
え
さ
を
与
え
る
」
あ
た
り

か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
増
し
、
加
速
、
一
気
に
語
る
。
逆
転
々
々

を
繰
り
返
し
、
周
り
を
巻
き
込
む
。
物
語
り
、
そ
の
構
成
秀
逸
だ
。

　

文
学
と
は
何
か
、
こ
の
問
い
が
、
久
々
に
自
分
の
中
に
甦
っ
た
。

世
界
の
文
学
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
学
生
時
代
以
来
だ
。
50
年
は

経
っ
た
だ
ろ
う
か
。
作
者
は
、
筋
の
通
っ
た
人
間
と
、
時
代
の
典

型
的
人
物
を
対
比
さ
せ
、
問
い
か
け
、
読
者
に
考
え
さ
せ
る
、
そ

こ
に
自
分
は
は
ま
っ
た
。

　

芥
川
賞
は
時
代
を
映
す
、
と
講
師
の
方
は
言
う
。
文
学
は
作
品

を
通
し
、
人
間
を
残
し
、
一
つ
の
時
代
を
残
す
。
作
品
に
よ
っ
て
、

読
者
は
、
様
々
な
人
間
、
時
代
を
見
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
作
に
て
作
者
が
描
い
た
時
代
、
自
分
も
社
会
で
働
い
て
い
た
。

行
き
詰
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
代
を
鮮
や
か
に
、
そ

し
て
滑
稽
に
描
き
残
し
た
作
者
に
敬
意
を
表
す
る
。
作
者
が
描
い

た
ブ
レ
な
い
人
間
。
自
己
の
主
張
を
曲
げ
ず
生
き
て
行
く
人
間
。

そ
れ
は
あ
る
意
味
美
し
い
。
そ
の
人
物
像
を
創
り
上
げ
、
現
代
人

と
比
べ
、
対
比
さ
せ
、
考
え
さ
せ
る
、
意
外
性
を
感
じ
、
飽
き
な

い
。
文
学
の
醍
醐
味
の
一
つ
を
、
十
分
味
わ
っ
た
。

　

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
で
は
、
多
数
の
意
見
が
聴
け
た
。
納
得
の
い
く

考
え
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
、
い
や
違
う
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

意
見
を
戦
わ
せ
て
、
切
磋
琢
磨
す
る
、
そ
こ
に
進
歩
が
生
ま
れ
る
。

人
は
突
き
あ
た
っ
て
は
、
乗
り
越
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
文
学
は
必
要
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
場
も
絶
対
に
必
要

だ
。
今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
経
験
だ
っ
た
。

　

今
、
今
の
時
代
を
考
え
て
い
る
。
あ
ま
り
に
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
仕
事
も
勉
強
も
、
す
べ
て
に
お
い
て
、

均
一
性
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。
本
作
品
の
主
人
公
は
語
る
。
私
は

コ
ン
ビ
ニ
の
部
品
、
部
品
は
修
正
さ
れ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の

動
き
は
評
価
、
や
ら
な
け
れ
ば
修
正
、
つ
ま
り
排
除
さ
れ
る
。
作

品
発
表
か
ら
約
10
年
が
経
過
、
社
会
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
は
よ
り
顕

著
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
更
に
進
む
勢
い
が
、
昨
今
増
加
し
て
い

る
。
コ
ン
ビ
ニ
の
部
品
、
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
無
人
の
店

舗
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
。
〝
効
率
化
〟
と
は
社
会
が

ブ

ッ
ク

ク

ラ

ブ

か

ら

求
め
る
最
近
の
風
潮
だ
。
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
」
と
、
明
る
く
、

大
き
な
声
で
挨
拶
す
る
コ
ン
ビ
ニ
人
間
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

今
回
本
作
を
読
み
、
作
者
の
考
え
に
接
し
、
作
者
に
非
常
に
興
味

を
持
っ
た
。
是
非
と
も
、
作
者
と
議
論
が
し
た
い
。
自
分
に
似
て

い
な
い
村
田
沙
耶
香
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
コ
ン
ビ
ニ
人

間
が
、
ど
う
変
わ
っ
て
出
現
す
る
の
か
、
非
常
に
興
味
深
い
。

 

（
文
春
文
庫
）
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（２）図書室月報 2025 年 (令和 7 年 )12 月

講　師 小平 麻衣子
 （慶應義塾大学 ・ 日本近代文学）

と 　 き  １２月１１日 （木）  

 夜７時～９時
　　　　　　　　※いつもと時間が異なります。

ところ 公民館 ３階講座室

申込先 公民館  ☎０４２(５７２）５１４１

 またはホームページより申込

―自分と「似ているもの」/「似ていないもの」―

中島京子 『夢見る帝国図書館』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文春文庫）

くにたちブッククラブ

＊次回は１月８日( 木 )

　三島由紀夫 『金閣寺』

　（新潮文庫） です。

村
田
沙
耶
香 

著

『
コ
ン
ビ
ニ
人
間
』
を
読
ん
で

　
　

—
「
コ
ン
ビ
ニ
店
員
に
な
っ
た
」
か
ら
「
な
っ
た
の
で
す
」
—
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共
生
へ
の
学
び
の
構
築 

佐
藤
一
子
編
（
東
京
大
学
出
版
会
）
379

生
涯
学
習
概
論 

原
義
彦
執
筆
・
編
集
代
表
（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
379

日
本
軍
朝
鮮
人
兵
士 

川
口
清
史
（
か
も
が
わ
出
版
）
393

〈
自
然
科
学
〉

ぼ
っ
ち
の
ア
リ
は
死
ぬ 

古
藤
日
子
（
筑
摩
書
房
）
486

読
ん
で
楽
し
む
野
鳥
の
事
典 

上
田
恵
介
鳥
監
修
（
成
美
堂
出
版
）
488

傷
つ
き
や
す
さ
と
傷
つ
け
や
す
さ

 

村
上
靖
彦
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）
490

ハ
ン
セ
ン
病
差
別
の
歴
史
を
旅
す
る 

八
木
絹
（
か
も
が
わ
出
版
）
498

〈
工
業
〉

ご
み
と
暮
ら
し
の
社
会
学 

梅
川
由
紀
（
青
弓
社
）
518

〈
産
業
〉

地
図
か
ら
消
え
た
「
沖
縄
農
場
」 

新
垣
譲
（
論
創
社
）
611

〈
芸
術
〉

無
言
館
は
な
ぜ
つ
く
ら
れ
た
の
か 

 

 

野
見
山
暁
治
（
か
も
が
わ
出
版
）
706

死
を
笑
う 

高
橋
繁
行
（
創
元
社
）
779

〈
言
語
〉

日
本
語
再
定
義 

マ
ラ
イ
・
メ
ン
ト
ラ
イ
ン
（
小
学
館
）
810

〈
文
学
〉

「
国
語
」
と
出
会
い
な
お
す 

矢
野
利
裕
（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
）
907

辺
境
的 

正
津
勉
（
作
品
社
）
911
し

心
の
中
に
も
っ
て
い
る
問
題 

長
田
弘
（
晶
文
社
）
911
は

Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ 

ヤ
ブ
ノ
ナ
カ

 
金
原
ひ
と
み
（
文
藝
春
秋
）
91
か

あ
り
か 
瀬
尾
ま
い
こ
（
水
鈴
社
）
91
せ

ひ
め
ゆ
り
の
塔 

西
平
英
夫
（
雄
山
閣
）
91
に

朝
の
ピ
ア
ノ 

キ
ム
ジ
ニ
ョ
ン
（
Ｃ
Ｅ
メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
）
92
キ

ギ
ン
ガ
ム
チ
ェ
ッ
ク
と
塩
漬
け
ラ
イ
ム

 

鴻
巣
友
季
子
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
930

〈
総
記
〉

町
の
本
屋
は
い
か
に
し
て
つ
ぶ
れ
て
き
た
か

 

飯
田
一
史
（
平
凡
社
）
024

本
を
と
も
す 

小
谷
輝
之
（
時
事
通
信
出
版
局
）
024

〈
哲
学　

心
理
学　

宗
教
〉

お
寺
に
嫁
い
だ
私
が
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
出
会
っ
て
考
え
た
こ
と

 

森
山
り
ん
こ
（
地
平
社
）
180

〈
歴
史
〉

戦
争
を
知
ら
な
い
キ
ミ
へ
上
・
下 

竹
村
逸
彦
作
（
ポ
プ
ラ
社
）
210

大
学
的
多
摩
ガ
イ
ド 

塚
田
修
一
編
（
昭
和
堂
）
213

〈
社
会
科
学
〉

ロ
シ
ア
女
た
ち
の
反
体
制
運
動 

高
柳
聡
子
（
集
英
社
）
309

パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
そ
し
て
日
本
の
わ
た
し
た
ち 

 

 

早
尾
貴
紀
（
皓
星
社
）
319

幸
福
の
憲
法
学 

木
村
草
太
（
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
323

憲
法
事
件
を
歩
く 

渡
辺
秀
樹
（
岩
波
書
店
）
327

ル
ー
ベ
ン
で
す
、
私
は
ど
こ
で
生
き
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

 

小
田
川
綾
音
（
西
田
書
店
）
329

社
会
は
「
私
」
を
ど
う
か
た
ち
づ
く
る
の
か

 

牧
野
智
和
（
筑
摩
書
房
）
361

労
働
を
め
ぐ
る
シ
ス
タ
ー
フ
ッ
ド 

 

 

辻
智
子
編
著
（
北
海
道
大
学
出
版
会
）
366

あ
な
た
の
フ
ェ
ミ
は
ど
こ
か
ら
？ 

安
達
茉
莉
子
（
平
凡
社
）
367
あ

は
じ
め
て
の
子
ど
も
論 

元
森
絵
里
子
（
有
斐
閣
）
367
も

子
ど
も
の
人
権
を
尊
重
す
る
っ
て
、
ど
う
す
る
の
？

 

神
原
文
子
（
解
放
出
版
社
）
369

ケ
ア
と
編
集 

白
石
正
明
（
岩
波
書
店
）
369

子
ど
も
の
体
験
学
び
と
格
差 

お
お
た
と
し
ま
さ
（
文
藝
春
秋
）
371

公民館図書室の年末年始 公民館図書室
休室のお知らせ

休 室 の お 知 ら せ

公民館正面入口右側にある本の返却ポストは
１２月２８日（日）午後５時から

１月４日（日）午前９時まで使用できません。

— 休 室 期 間 —

１２月２９日（月）～１月３日（土）まで

12 月２8 日（日）、１月４日（日）は午後５時に閉室します。

— 休 室 期 間 —

1月27日（火）～  29日（木）まで

蔵書点検のため、休室します。

ご理解とご協力をお願いします。

※新聞は、休館日の月曜を除き
　朝９時から夕方５時までの間
　1階ロビーで閲覧できます。



　　

こ
の
本
は
、
私
を
救
っ
て
く
れ
た
本
で
あ
る
。
救
っ

て
く
れ
た
、
と
は
そ
の
ま
ま
の
意
味
で
、
正
直
、
こ
の

本
が
な
け
れ
ば
私
は
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
と

た
ま
に
冗
談
抜
き
で
思
う
。
ど
う
し
て
も
生
き
る
こ
と

が
辛
く
て
苦
し
く
て
堪
ら
な
い
時
、
夜
に
こ
の
本
を
開

く
と
、
ふ
っ
と
心
が
軽
く
な
る
。
だ
か
ら
、
今
苦
し
ん

で
い
る
人
、
生
き
る
こ
と
に
楽
し
さ
を
見
出
せ
な
い

人
、
明
日
が
毎
日
変
わ
ら
ず
や
っ
て
く
る
こ
と
に
疲
れ

て
し
ま
っ
た
人
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
こ
の
本
が
届
い

て
ほ
し
い
。
そ
う
い
う
思
い
で
私
は
今
回
の
文
章
を
書

い
て
い
る
。

　

こ
の
物
語
は
、
絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
な
19
歳
の

少
女
、
茜
が
、
母
親
が
失
踪
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
日
に
大
家
に
家
を
追
い
出
さ
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
う
し
て
、
雪
が
し
ん
し
ん
と

降
る
聖
夜
に
街
を
彷
徨
う
こ
と
と
な
っ
た
茜
は
、
不
思

議
な
縁
で
古
い
洋
館
ア
パ
ー
ト
「
か
な
り
や
荘
」
に
辿

り
着
く
。
そ
こ
に
は
、
心
の
中
に
、
自
分
で
は
ど
う
し

よ
う
も
で
き
な
い
荒
れ
果
て
た
廃
園
を
持
ち
、
そ
れ
で

あ
り
な
が
ら
他
者
を
思
い
や
る
心
は
い
つ
も
あ
た
た
か

に
灯
っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
泊
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
茜
は
、
偶

　

私
た
ち
は
、
地
図
を
見
た
り
、
新
し
い
土
地
を
訪
れ
た
り
す
る
と
、
普
段

耳
に
し
な
い
地
名
に
出
く
わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
名
に
は
「
無
形
文
化

財
」
と
し
て
の
側
面
も
併
せ
持
つ
数
千
年
を
超
え
る
歴
史
を
も
つ
も
の
か
ら
、

令
和
の
現
代
に
生
ま
れ
た
も
の
ま
で
、
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

本
講
座
で
は
、
日
本
の
地
形
、
産
業
、
暮
ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
地
名
、

江
戸
の
街
並
み
か
ら
つ
け
ら
れ
た
東
京
23
区
の
地
名
、
多
摩
川
流
域
の
地
形

や
新
田
開
発
の
歴
史
に
基
づ
く
多
摩
地
域
の
地
名
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
す
。

多
様
な
地
名
の
成
り
立
ち
や
魅
力
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
未
来
に
伝
え
て

い
く
意
味
・
価
値
を
考
え
ま
す
。

〈
今
尾
さ
ん
の
本
〉　
『
惹
き
つ
け
、
惑
わ
す
、
不
思
議
な
力　

地
名
の
魔
力
』

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
、
『
地
名
散
歩
』
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
О
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）
な
ど
多
数

お
話  

今
尾 

恵
介
（
地
図
研
究
家
）

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
３
回
〉

と　

き 

１
月
18
日
（
日
） 

朝
10
時
～
12
時

と
こ
ろ 

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

定　

員 

70
名
（
申
込
先
着
順
）

申
込
先 

12
月
12
日
（
金
） 

朝
９
時
～

 

電
話
ま
た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り

  

公
民
館　

☎
０
４
２(

５
７
２)

５
１
４
１

図
書
室
の
つ
ど
い

地
名
の
由
来

  　

—
地
名
の
始
ま
り
を
知
り
、

                        

未
来
へ
伝
え
る
—

川
越 

彩
心

あ
や
み

然
、
そ
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
元
敏
腕
漫
画
編
集

者
に
絵
の
才
能
を
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
を
契
機
に
、
茜

は
自
分
を
救
っ
て
き
て
く
れ
た
「
絵
」
で
、
今
度
は
自

分
が
誰
か
を
救
お
う
と
歩
き
出
す
―
そ
れ
が
こ
の
物
語

の
粗
筋
だ
。

　

こ
の
物
語
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
文
章
一
文

一
文
、
言
葉
一
つ
一
つ
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
ぬ
く

も
り
と
美
し
さ
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
に
苦
し
い
シ
ー
ン
で

も
、
ど
れ
だ
け
絶
望
的
な
状
況
だ
と
し
て
も
、
静
か
に

降
り
積
も
る
雪
の
よ
う
な
、
鋭
い
美
し
さ
と
少
し
の
あ

た
た
か
み
が
常
に
共
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
物
語

は
「
晴
れ
た
日
の
昼
下
が
り
に
ま
ど
ろ
む
瞬
間
」
や
、

「
寒
い
冬
に
猫
を
抱
き
し
め
て
眠
る
夜
」
な
ど
、
誰
も

が
当
た
り
前
に
見
逃
し
て
し
ま
う
日
常
に
溢
れ
た
ぬ
く

も
り
を
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
掬
い
取
っ
て
描
い
て
い

る
。

　

心
が
荒
れ
果
て
て
、
も
う
何
も
残
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
時
こ
そ
、
強
く
正
し
い
励
ま
し
の
言
葉
よ
り

も
、
日
常
に
あ
ふ
れ
た
小
さ
な
ぬ
く
も
り
の
方
が
、
き

っ
と
人
の
心
に
光
を
灯
す
こ
と
が
で
き
る
と
、
私
は
思

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
優
し
く
力
強
い
、
回
復
と
救
済

の
物
語
だ
。
ど
う
か
、
あ
ま
り
に
優
し
く
て
あ
た
た
か

い
こ
の
物
語
が
、
今
苦
し
ん
で
い
る
誰
か
の
心
に
光
を

灯
し
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
。

 

（
集
英
社
オ
レ
ン
ジ
文
庫
）

　

係から

村
山
早
紀 

著

 

『
か
な
り
や
荘
浪
漫

       

—
廃
園
の
鳥
た
ち
』

QR

　

年
末
年
始
は
ゆ
っ
く
り
と
本

を
楽
し
む
良
い
機
会
で
も
あ
り

ま
す
。
お
休
み
前
に
ぜ
ひ
公
民

館
図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（４）図書室月報 2025 年 (令和 7 年 )12 月
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